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甲府市北部には、傾斜地を利用 して広がる棚田がみられます。その独特の景観美の中に

は先人の英知 と努力が、更には伝統風土が今 日に伝えられてお ります。「田毎の月」などと

歌に詠 まれ、美 しい曲線を描 き天に向かって広がる棚田は「日本の原風景」などと形容さ

れ、文化的な観点から保全に向けた取 り組みが各地で行われ始めてお ります。また、すで

に遠 く海外では、文化遺産 としてユネスコの世界遺産に登録 されたもの もあると聞き及ん

でいます。

現在、全国的に地域の歴史や景観、伝統文化そして自然が資源 として見直され、活用さ

れつつあります。このことは歴史や伝統文化、更には風土が、地域においていかに重要で

あるのかを改めて実感 させて くれます。

本報告書は、農道改良工事に先立ち、平成11年度に実施 された久保之沢遺跡の発掘調査

報告書であ ります。遺跡は本市北部地域に位置 し、開発の手が及んでいない豊かな自然 と、

貴重な文化遺産が数多 く存在する地域にあります。小規模な調査ではあ りましたが、縄文

時代以来、平安時代 。中世戦国時代 に至るまで生活を営み続けた人々の痕跡が確認され、

連綿 と続いてきた歴史の一端が明らか とな りました。

古 くから歴史のあるこの地域で、今回、発掘調査が行われたことは誠に意義深 く貴重な

ものでありました。本報告書が学術研究深イとへの一助になるとともに、教育資料へ も活用

され、郷上の歴史 と文化を再認識する機会 となれば、この上ない喜びであります。

最後にな りましたが、発掘調査か ら報告書刊行まで多大なる御理解 と御協力をいただき

ました地元下帯那地区の皆様、及び御指導・御鞭撻を頂いた関係諸機関 。関係者各位に感

謝申し上げます とともに、衷心 より厚 くお礼申し上げます。

平成13年 3月

甲府市教 育委員会

教育長 金 丸 晃
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1.本 書 は山梨県 甲府市下帯那町字久保 之沢地 内に所在 す る久保 之沢遺跡 の発掘調査報告

書で あ る。

2.本 調査 は農道改良工事 に伴 う発掘調査 で あ り、 甲府市教 育委員会 が調査 を実施 した。

3.本 書 に関わ る作業 の実施期 間は以下 の通 りで あ る。

試掘調査  平成 11年 5月 6日 ～平成 11年 5月 31日

本 調 査   平成 12年 2月 21日 ～平成 12年 3月 24日

整理作業  平成 12年 4月 1日 ～平成 13年 2月 28日

4。 発掘調査 は試掘調査 を伊藤正彦、本調査 を伊 藤正彦・ 山崎雅 恵が担 当 した。

5。 本書 の編集・ 執筆 は、市瀬文彬 (文化芸術課長)を 責任者 とし、伊藤正彦・ 山崎雅 恵

が分担 した。文責 は各文末 に記 した。

6.本 書 の挿 図 は藤井武美・伊藤正彦・ 山崎雅 恵が作成 した。

7.本 書 に関わ る出土遺物及び記録 図面 。写真等 は甲府市教 育委員会 で保管 してい る。

S。 発掘調査 及び報告書作成 に際 して次 の方 々か らご指導 ご協力 を賜 った。厚 くお礼 を申

し上 げ る次第で あ る。

角 田 区  末木義朝  早川建夫   保延幸雄

例

1.本 書 に掲載 した遺構番号 は、調査現場 にお いて付 けた もので ある。

2.遺 構 名 は各遺構 の形状 。検 出状況 に応 じて調査現場 において付 けた もので あ る。

3.全 体 図、遺構 。遺物実測図の縮尺 は図 中に表示 した通 りで ある。

4.遺 構 断面 図 における水平数値 は、海抜 高度 を示 し、単位 はmで ぁる。

5.報 告書 中の方位 は磁北 を示 してい る。

発掘 調 査 参 加者

小 沢 四 郎  川 日 格 一  佐 田  昇  木 本 義 光

岸 本 美 苗  佐 田 金 子  花 曲 敬 子

‐
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第 1章 調査の概要

第 1節  調 査 に至 る経 緯

平 成 11年 2月 、 甲府 市産 業振 興 労政 部 よ り農 道 改 良工 事 に際 して、埋蔵 文化 財 の取 扱 に

つ いて事 前協議 の 申 し入 れ が あ った。教 育委 員 会 で は、 開発対 象 地 一 帯 が 周 知 の埋蔵 文化

財 包蔵 地 と して遺 跡分 布 図 に掲 載 され て い な い もの の、現 地踏 査 に際 して上器 片 の散 布 を

確 認 した こ とか ら、埋蔵 文化 財有 無確 認 の ため試掘 調査 が必 要 で あ る こ とを回答 した。 書

類 手続 き後 の平 成 11年 5月 、 開発対 象 地 の試掘 調 査 を実施 し、 部分 的 に遺 跡 の存在 を確 認

した。 その結果 を も とに、新 た に協議 を行 い、農 道 改 良工 事 に先立 って遺 跡 が確 認 され た

範 囲 の み を対 象 と して発掘 調 査 を実施 し、記録 保 存 をす る こ と、 整 理作 業 は平 成 12年度 に

実施 す るこ と と した。

発掘 調 査 は平 成 12年 2月 21日 か ら開始 し、 3月 24日 に終 了 した。 号|き 続 き遺 物・ 言己録 図

面等 の整 理作 業 を行 い、報 告 書作 成 まで の作 業 が終 了 したの は平 成 13年 3月 で あ った。

(伊藤 )

第 2節  調 査 の 方 法

調 査 区 は試掘 調 査 の成果 に基 づ き、調 査 が必要 と判 断 した約 63m2(幅約 2.5m× 長 さ25m)
を対 象 と した。遺構 確 認面 は地 表 下約 50cm～ 60cmで あ り、 この面 よ り若 千 高 め に残 しなが

ら重機 で表 土 は ぎを行 い、以 下 の層 を人 力 に よ り精 査 。掘 削 して い る。

調 査 区 はグ リッ ト設定 は行 わず 、 南 北 に便 宜上 6m間 隔 の 区画 を設定 し、 北 よ り 1～ 4

区 と して調 査 を行 った。 出土遺 物 は遺 構 内 出土 の もの を除 き、一 括 して取 り上 げ を行 って

い る 。

第 3節  調 査 の経 過

2月 21日  発掘 現 場 に道 具・ 機 材搬 入

2月 22日  重機 にて表 土剣 ぎ、調 査 区設定

2月 24日  調 査 区北側 に重複 して遺構 確 認

2月 25日  1号 土坑 、 1号 ピ ッ ト確 認

2月 28日  1号 土坑 完掘 、調査 区南側 に攪 乱

2月 29日  2号 土坑 完掘 、 3号 ピ ッ ト確 認

3月 1日  4・ 5号 ピ ッ ト確 認

3月 3日  4・ 5号 ピ ッ ト完掘 、 6号 ピ ッ ト確 認

3月 6日  3号 ピ ッ ト完掘 、 7号 ピ ッ ト確 認

3月 7日  3号 土坑 確 認

3月 9日  3号 土坑 完掘 、 水路検 出

3月 10日  8号 ～H号 ピ ッ ト、 4・ 5号土坑確 認

3月 13日  9号 ～ 11号 ピ ッ ト完掘

3月 15日  5号 土坑 、 8号 ピ ッ ト完掘

3月 17日  7号 ～ 9号土坑 確 認

3月 21日  6号 ～ 9号土坑 完掘

(山 崎 )

3月 22日  全体 写真 撮 影 。全体 図作 図

3月 23日  調 査 区埋戻 し

(伊藤 )
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第 1図 試掘坑配置及び調査区位置図
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1 表土

2茶 褐色粘土層～炭イし物・焼土・褐色粘土が混る。

粒子やや14Rか く、粘性あり、しまりあり。

3.皓茶褐色祐■層～褐色粘上が混る。粒子組かく、

粘性あり、しまりあり。

4.皓茶褐色粘土層～褐色粘土が混る。粒子やや糧

粘性弱く、しまりやや弱い。

5,皓茶褐色粘土層～褐色粘土が混る。粒子やや粗、

粘性強く、しよりあり。

6.黒 褐色粘土層～褐色粘土が混る。粒子やや粗、

粘性強く、しまりあり。

7茶掲色粘土層～貢褐色細砂を若干含む。粒子やや粗、

粘性あり、しまりあり。

Cl       l:80      3m

階茶掲色粘土層～粗子やや粗、粘性あり、しまりあり。

黄褐色粗傑層～攪乱層となる。

皓茶褐色粘土層～粒子組かく、粘性強い、しまり弱い。

茶褐色粘土層～攪前をかなり受けている。旧表土となるか。

褐色土を多く含み、炭イヒ物が若干混る。

粒子細かく、粘性あり、しまり弱い。

12 階茶掲色土層～粒子細かく、粘性強い、しまり強い。

13,黒 褐色粘土層～粒子細かく、雄性・しまり強い。

14 黒褐色粘土層～粒子細かく、炭イヒ物を若千倉む。

粘性強く、しまりあり。

15.皓茶褐色粘土層～粒子4mかく、粘性あり、しまり強い。

16 茶褐色粘土届～炭十Ъ物を少霊含み、砂粒が混る。

粒子やや粗、粘性 。しまりあり。

第 2図 遺跡全体図及び土層堆積図

17,際褐色跳 質土層～炭十ヒ移を多く含み、粒子やや粗。

粘性・しまり弱い。

18.皓 茶褐色粘土層～炭化切を僅かに含み、粒子やや粗、

粘性強く、しまりあり。

191黒 褐 色 粘 土 層～炭化物 焼土者干含む、粒子細かく、

粘性強い、しまりあり。

20,皓 茶褐色粘土層～褐色粘土を多く含み、炭化物・焼土が多く混

粒子やや粗、粘性強く、しまりあり。

21,黒 掲 色 粘 土 層～褐色粘土を含み、茨イヒ物・焼土が混る。

粒子やや粗、粘性強く、しまりあり。
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 久保之沢遺跡の立地

久保 之沢遺跡 は山梨県 甲府市下帯那町 内に所在 す る。下帯那町 は甲府盆地 の北端 を縁 ど

る水 ケ森 山地の一部、帯那 山の西南裾 に位 置 し、地形的 には谷底低地、段丘部、 山地 と大

き く 3つ に分 け るこ とがで きる。

遺跡 は、かつての荒川源流 の一つ、帯那川 に よって形成 された谷底低地東側 の段丘上 に

立地 す る。標高 は約530mであ り、急斜面上 に位置す る。周辺 は畑地 で あ り、段丘斜面 にあ

た る部分 で は棚 田が営 まれてい る。遺跡 の西南 にあた る低地 には、昭和 12年 に千代 田湖が

造成 され、 甲府市の水源地 の一つ となってい る。下帯那町 は、花 南岩地帯で地味の あま り

よ くないこの地域 としては比較 的肥沃 な土地柄 であるが、一帯 には江戸時代、溜井が多 く

造 られてお り、水利 の悪 い土地柄 で あった ことが窺 える。現在 も河川上流域 には大正池、

昭和池等 の溜 め池 がつ くられ、利用 されている。

第 2節  久保之沢遺跡の歴 史的環境

(山 崎 )

久保 之沢遺 跡 が位 置 す る甲府盆地 北部 山聞地 には、市 内で最 も古 く縄文時代早期 よ り

人 々の足跡が確認 されてい る。 それ以後、今 日まで人 々の生活が聞断な く営 まれて きた こ

とは各時代 にわた る遺跡分布 か らあ る程度窺 い知 るこ とがで きる (第 3図 )。 一方で各時代

の遺跡分布 には時代 に よ り濃淡 が あ り、一様 な展開 を見せ てはいない。

縄文時代 には、急唆 な山々が連 な る山間地 の山腹、荒 )'I及 びその支流域 の河岸段丘上 に

形成 された狭小 な平坦地 に遺跡 は存在 す る。北部 山間地 の縄文遺跡 を調査 した数少 ない事

例 として、 甲府市高町 に存在 す る高町遺跡が ある。住居址 の検 出が見 られ縄文 中期後葉か

ら後期 にか けて居住地 として利用 されていた状況が確認 された。すで に、市内で は荒川上

流域 の山間地、盆地平坦地 との境 をなす山麓部及び扇状地地帯 に縄文時代 の遺跡が分布 す

る傾 向が指摘 されてい るが、 これ らの遺跡 は小規模 で短期 的 に営 まれた集落 な ど、一時的

な生活の場 として捉 え られてい る。

その後、弥生時代 か ら古墳時代 にか けて盆地北部一帯 には九 山遺跡・ 富士塚古墳・ 琥石

古墳等僅 かな遺跡が確認 され るのみ とな る。 その大部分 は沖積地 の微 高地上 、河川 の 自然

堤 防上、盆地北縁 の山裾 に集 中 してい る。

荒 )II上流域 の山聞地 に再 び遺跡 が急増す るのは奈良 。平安時代 か らで ある。 山梨県 内で

も八ケ岳 山麓部・ 郡 内及び富士北麓地域 では山間地や小河川 を遡 った谷奥部 に遺跡が急増

してい る現象が明 らか となってお り、 この時代 の一つの特色 となってい る。 また、盆地北

部の山間地 には一般集落以外 に も宗教 関係遺跡が知 られてい る。一 の森経塚遺跡 は本県初

の考古学的調査 が実施 された経塚追跡で あ り、金峰 山山項 。金桜神社境 内な どで は平安期

の上器片が採集 され、すで に古代以来、信仰 の場 となっていた こ とが窺 われ る。 その他、

川窪城 山山頂・ 湯村 山山頂 な ど眺望 のす ぐれた山頂 か らも土器片が採集 されてお り、信 T「

に関係 した遺跡の存在 が予測 されてい る。

中世遺跡 で は城館・ 峰火台が多 く知 られてい る。戦 国大名武 田氏の居館、邸燭 ヶ崎館 を

中心 に詰城 の要害城、支城 の川窪城・ 湯村 山城 を築 き、更 には相川扇状地周辺の山麓・北

部 山間地 には、眼下 に集落 を見下 ろ し、眺望 のす ぐれた山頂 に砦や峰火台 を設置 し一帯の

要塞化 を図 ってい る。峰火 台は決 して単独 では機 能 し得ず、群 として相互 に連携 を保 ち始
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めて効果が発揮 で きる ものであ る。峰火台 を守備 し、往還筋 とともに国境警備 にあたって

いたのが往「岳衆 と呼 ばれ るこの地域一帯 に婚距 した地域武士団で ある。武 田家減 亡後 の天

正壬午 の乱 に際 して、徳川 家康 が御岳衆 に対 し往「岳足沢小屋 (平見城 の峰火台か )。 長子の

番所 の守備 を命 じてい るのが確認で きる。また、文献史料 か ら盆地北部の山聞地 に限って、

今 日まで続 く地名 を拾 い出 してみ る と、すで に15世紀 中頃『一蓮寺過去帳』に「御岳」。「吉

沢」。「芦沢 」な どが確認 され、戦 国期 の史料 には「積翠寺」。「塚 原」。「和 田」 な ど相川扇

状地一帯の地名 とともに「亀沢」。「福沢」。「帯那」。「平瀬 」◆「惣加沢 (革鹿沢 )」 な ど荒川

上流域 の地名が確 認で きる。

江戸時代初頭、現在 の甲府市域 には85の村 が存在 した。市域 は南北 に細長 く、盆地南端

の大津村 か ら北部 山間地 の最奥部黒平村 までの標 高差 は約 900mを 測 る。江戸時代、市域 の

村 々には低地 の本 田地帯か ら山村 の畑作・ 山稼 ぎまで多様 な生産活動が展 開 した。盆地北

部の山間地 には、 ほぼ荒 ,IIを 境 に して、 その東側 が 山梨君Б北 山筋 に、西側 が巨摩郡北 山筋

に属 し26の 村 々が存在 した。『甲斐 国志』か ら江戸時代後期、文化年間 (1804～ 14)の 石高・

家数及び人数が判 明す る。26か村 の合計、石 高 3,661石余・家数 1,167軒・人数 4,482人 を数

える。石高 に して50石以下、家数 20～ 30軒の村 が大部分 を占めてい る。

久保 之沢遺跡が位 置す る下帯那町 は荒川 の支流 帯那川 の中流 にある。戦 国時代 、天正 4

年 (1576)の 武 田勝頼 印判状 に「帯那之郷」 と見 えるのが初見史料 とな る。 その他 (戦国時

代 の史料 には「小尾奈 (帯那 )之 内平瀬」、「下帯那内二而」 な どと見 える。荒チII近傍 の平瀬

一帯 (現 甲府市平瀬町 )ま でその郷域 に合 まれ、更 に上 。下 に分 かれていた こ とが判 明す る。

『甲斐国志』には、下帯那村 を耕地 も日の方が多 く、山地 に しては肥沃 な地質 としてい る。

第 3図 中に示 した遺跡 の内訳 は、以下の

1.宮 前追跡 (縄文時代早期 )

2。 道上遺跡 (縄文時代 )

3.湯 平 (宮本鉱泉 )遺跡 (縄文時代 中期 )

4.判 平遺跡 (縄文時代早 。前・ 中期 )

5。 平見城 の峰火台 (中 世 )

6.猫 坂追跡 (縄文時代 中・後期 )

7。 高町遺跡 (縄文時代 中・ 後期 )

8.御 岳城 山 (中 世 )

9。 東村遺跡 (奈良・平安時代 )

10,金桜 4申社境 内遺跡 (奈良 。平安時代 )

11.草鹿沢町遺跡 (縄文時代 中期 )

12.上福沢遺跡 (平安・ 中世 )

13.初木平遺跡 (縄文・平安・ 中世 )

14.福沢 の炸火台 (中 世 )

15。 芝 田遺跡 (縄文時代 )

16.猪狩城 山 (中 世 )

17。 中棚遺跡 (縄文時代 中期 )

18。 清水遺跡 (奈良 。平安時代 )

19.川 窪城 山 (奈良・ 平安 。中世 )

20。 平瀬 の峰火台 (中 世 )

21.寺平遺跡 (縄文・奈良 。平安時代 )

とお りで ある。

22.吉沢 A遺跡 (縄文 。奈良・ 平安時代 )

23.吉沢 B遺跡 (縄文・奈良・平安時代 )

24.富士塚 古墳 (古墳時代 )

25。 牛石遺跡 (奈良・平安時代 )

26.丸 山遺跡 (縄文時代 中期 。弥生時代後期 )

27. 和 田城 山 (中 世 )

28.法泉寺 山の峰火台 (中 世 )

29.湯村 山城跡 (中 世 )

30.小松 山峰火台 (中 世 )

31.庇石古墳 (古 墳時代 )

32.鐘撞 (推 )堂 (中 世 )

33.不動 ヶ崎 (中 世 )

34.― の森経塚 (一 の森峰火 台)(平安 。中世 )

35。 関 日 (中 世 )

36。 大良峠の峰火台 (中 世 )

37.要害城 (中 世 )

38. 熊城 (中世 )

39.積翠寺 山の峰火台 (中 世 )

40.茶堂峠の峰火台 (中 世 )

41.邸明 ヶ崎館跡 (中 世 )
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第 3節  久保 之 沢遺 跡 と丸 山貯 水池 (千代 田湖 )築造

昭和 12年 (1937)、 九 山貯 水 池 (千代 田湖 )の 完 成 は

下 帯 那 町 に とって大 きな耕 地 変化 を もた ら した。 明

治 42年 (1909)、 陸 地 浪1量部 作 成 の地 形 図 (第 5図 )で

は北 東 か ら南 西 方 向 に帯 那 山か ら続 く細 長 い段 丘 が

見 られ る。 ま さに 『甲斐 国志』 に載 る、「帯 那」の名

の 由来 とな った、耕 地 が帯 の よ うに長 い地 形 とな っ

て い る。

丸 山貯 水 池 築 造 は、 昭和 5年 (1930)甲府 市 の水 道

拡 張計 画 に端 を発 す る。 紛 糾 を きわめ た この計 画 の

解 決 策 と して、新 た に県 当局 に よって計 画 され たの

が農 業 用水 専 用貯 水 池 と しての九 山貯 水 池 築 造 で あ

る。下 帯 那 町 丸 山・針 原地 区の民 戸 移 転 及 び水 没 潰地

を合 む 内容 で あ り、 その ため の移 転代 替 地 と耕 地 整

理 を必 要 と した。移 転代 替 地 は、今 回発掘 調 査 が 実施

され た字 久保 之沢 地 区周 辺 で あ った (第 4図 )。

こ う した土地 改 変 の痕 跡 は試掘 調 査 時 に確 認 され

て い る。農 道 改 良工 事 の対 象 地、全 長約 54mの うち、

その北側 上 半 の約 26mは地表 下約 lmま で掘 削 を受

けた痕 跡 が あ り、今 回発掘 調 査 が 必要 と認 め られ た

の はその南側 で あ った。 (伊藤 )
第 4図 久保之沢遺跡と移転代替地平面図

(角 田区氏提供図を加筆転載)

第 5図 久保之沢遺跡周辺地形図 (明治42年 )★ =久保之沢遺跡

― ィ



第 3章 調査の成果

久保 之沢遺跡 の発掘調査 において確 認 された遺構 は水路 1条、土坑 9基、 ピッ ト11基で

ある。遺構 に伴 う遺物 はわずかで あ り、時期 の不 明な遺構 が多 い。試掘、本調査 あわせ て

発見 された遺物 は遺構 内出土の ものが 55点、遺構外 出上の ものが 114点 で ある。遺物 は平安

時代 の ものが最 も多 く、縄文、 中世 の遺物 も若千 出上 してい る。

第 1節 基本層序 (第 2図 )

調査 区の層序 は、西南方向 にやや きつ い傾斜 をな して堆積 してい るが、大 きな変化 はな

くほば 3層 か ら 4層 に分 け られ る。 地表 か ら30cm程 まで 1ま 表土・耕作上で あ り、 機械 に よ

る除去作業 で はこの層 まで掘削 してい る。主 な遺構確認面 は、 この表土・ 耕作土 を象Uい だ

暗茶褐色粘土層上面 で ある。やや粒 子の粗 い粘土層で調査 区の南側 の堆積層 では炭化物が

多 く混 じる。 この層の下 には黒褐色粘 土層が堆積 してお り、調査 区の北 か ら 8m付 近以降

か ら確認で きる。 この堆積層 は粘性 が強 く、炭化物が多 く混 じる。一部遺構 を検 出 してい

るが 3層 が漸移的 に変化 した もの と判断 してい る。明確 に包含層 と判断で きる層 はみ られ

ず、耕作 な どに伴 う掘削 に よ り、表面 はかな りの改変 を受 けてい るもの と思 われ る。(山 崎 )

第 2節 遺構 と遺物

(I)水 路跡 (第 6図 。図版 1)

調査 区西側 で検 出 された。開発対象地 を南北方向 に流下す る。すで に試掘調査 の段 階で

確認 していたが、本 田耕作 に伴 う現代 の水路跡 と判断 したため一部のみの検 出で ある。確

認 した規模 で幅 28～ 45cm、 深 さ35cmを 測 り、水路底 はほぼ平坦 で ある。斜面 の傾斜 に合 わ

せ て石 を積 んでい るが、西側 の畑地側石積 は高 さ60～ 90cm、 3～ 5段の石積 が石尻 を下 げ

なが ら、僅 か に控 えを取 って積 まれてい る。東側 の通路側石積 は低 く、高 さ25～ 48cm、 1

～ 2段程度の石積 が ほぼ垂 直 に積 まれてい る。西側 の畑地 は もと水 田だ った らしく、 その

ため西側石積 は天端 を揃 えて積 まれてい る。水路底 か ら 1～ 2段程 に大振 りの石 を使用 し、

それ以上 には拳大 か ら幼児頭大 の石 を使用 してい る。積 み直 しに伴 う結果 で あろ うか、西

側石積 には底 か ら45cm程度の高 さで横 目地 が通 ってい る。

出土遺物 は平安時代 の土師器 か ら近現代 の陶磁器 まで 15点 が 出上 してい る。 いずれ も破

片資料 であ るが、図化可能な もの を実浪1し た。

遺構 の時期 は、前述 した ように丸 山貯水池築造 に伴 う移転代替地 に構 築 されてい るため、

現代 に属 す。                              (伊 藤 )

(2)土 坑

1号土坑 (第 7図・ 図版 1)

調査 区北側 で検 出 した。調査 区外 に一部広が る。確 認 した規模、長径 110cm、 短径 l18cm、

深 さ27cmを 測 る。平面 は長方形、断面方形 をな し、底 はほぼ平坦で ある。

出土遺物 は土師器破 片が 1点 出土 してい るのみで ある。

2号土坑 (第 7図 。図版 1)

調査 区南側 で検 出 した。調査 区外 に一部広が る。確認 した規模 、長径 130cm、 短径 40cm、

深 さ55cmを 測 る。平面 円形、断面丸底形 とな る。

出土遺物 は土師器破 片が 1点 出土 してい るのみであ る。
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]茶 褐色 土層 ～炭化物 焼土多く含む。粒子粗く、砂粒を

多く含む。粒性なく、 しまりあり。

2 晴茶褐色上層 ～砂粒 小石を多く含む。粒子粗く、粘性なく、

しまりあり。

聯―″―頭
第 6図 水路跡実測図及び出土遺物

0      1:3     1 0cm

3号土坑 (第 7,8図・ 図版 1)

調査 区北側 で検 出 した。 5号土坑 と重複 し、東側 は攪乱 を受 けてい る。一部、調査 区外

に広が る。確 認で きた規模、長径 149cm、 短径 165cm、 深 さ58釦 を測 る。平面 は長方形 をな

し、断面 はほぼ壁 の直立す る方形 を呈す。底 はほぼ平坦 で あ る。

出土遺物 は、平安時代 の土師器片 と中世 かわ らけ片が 9点 出土 してい る。

4号土坑 (第 7図 ・ 図版 1)

調査 区南根1で検 出 した。 6号土坑 と重複す る。長径 158cm、 短径 98cm、 深 さ7cmを 預1る 。

平面 は不整 円形、断面皿状 で あ り、植栽 の痕 とも考 え られ る。遺物 は出上 していない。
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5号土坑 (第 7,8図・ 図版 1)

調査 区北側 で倹 出 した。 3号土坑 と重複 し、東側 は攪乱 を受 けてい る。一部、調査 区外

に広 が る。確認で きた規模 は、長径約 132cm、 短径約 110cm、 深 さ51cmを 測 る。平面 は長方

形、断面 はほぼ壁 の直立す る方形 で あ り、底 は平坦 であ る。

出土遺物 は、平安時代 の土師器片が 17点 出上 してい る。 いずれ も内外面がハ ケメ調整 さ

れた、 いわゆ る甲斐型の甕 とな る もので ある。同一イ回体 とな るで あろ う。

6号土坑 (第 7,8図 。図版 1)

調査 区南側 で検 出 した。 4号土坑、ピッ ト 8、 ピッ ト11と 重複す る。長径 222cm、 短径 117

cm、 深 さ32cmを 浪1る 。平面 は長楕 円形 で あ り、断面鍋底状 を呈す。

出土遺物 は、平安時代 の土師器片が 4点 出上 してい る。

7号土坑 (第 8図・ 図版 2)

調査 区の最 も北側 で検 出 した。 8号土坑、 9号土坑 と重複す る。一部調査 区外 に広が っ

てい る。確 認で きた形状 で、東西 190cm、 南北 58cm、 深 さ55cmを 測 る。南側 の立 ち上 が りの

み確誌 してお り、形状 は不 明で ある。断面 は壁 がほぼ直立す る方形 であ り、底 は平坦 であ

る。

出土遺物 は中世 かわ らけ片が 5点 出上 してい る。 2点 のみ図化 を行 った。

8号土坑 (第 8図 。図版 2)

調査 区北側 で検 出 した。 7号土坑、 9号土坑 と重複す る。一部調査 区外 に広 が ってい る。

確認で きた形状 で東西 37cm、 ESIヒ 177cm、 深 さ21cmを 測 る。平面 はほtF長 方形 にな る もの と

推測 で きる。 断面 は壁 が ほぼ直立 す る方形 で あ り、底 は平坦 で あ る。遺物 は出土 してい

ない。

9号土坑 (第 8図 。図版 2)

調査 区北側 で検 出 した。 7号土坑、 8号土坑 と重複す る。一部調査 区外 に広が ってい る。

確認で きた形状 で東西 115cm、 南北 150cm、 深 さ22cmを 測 る。平面形 は一部 を確認で きたの

みで あ り、不 明で あ る。断面 は壁 のほぼ直立す る方形 を呈 していた もの と推測 され る。底

は平坦 で ある。遺物 は出上 しなか った。                  (山 崎 )

(3)ピ ッ ト

今 回の調査 で は11基の ピッ トを倹 出 した。土坑 よ り小規模 な もの を便 宜的 に ピッ トとし

て扱 った。大部分 が遺物 を伴 わないため所属時期 が不 明で あ る。

1号 ピッ ト (第 9図 。図版 2)

調査 区北側 で検 出 した。長軸 34cm、 短軸 25cm、 深 さ15cmを 波1る 。平面 は長楕 円形、断面

鍋底状 をな し、底 はほぼ平坦 で ある。

出土遺物 は中世 かわ らけ片が 1点 (第 10図 1)、 出土 してい るのみで ある。

2号 ピッ ト (第 9図 )

調査 区中央 で検 出 した。一部、調査 区外 に広が る。長軸 40cm、 深 さ23cmを 測 る。断面 U
字形 とな る。 出土遺物 は検 出 していない。

3号 ピッ ト (第 9図 。図版 3)

調査 区北側 か ら検 出 した。試掘坑 2と した地点 に相 当 し、試掘調査時 は一括イ団体 と考 え

られ る甕形土器 (第 10図 5～ 12)や焼土 と伴 に被熱 を受 けた礫 を検 出 したため、カマ ドの

一部 と推定 したが、調査 で は僅 かな掘 り込 み を確認で きたにす ぎなか った。長軸 60cm、 短

軸 58cm、 深 さ29clnを 浪1り 、平面 は不整 円形、断面 は不整形 を呈す。

出土遺物 は、 いわゆ る甲斐型の甕 (第 10図 2)が 出土 してい る。
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4号 ピッ ト (第 9図 )

調査 区中央 か ら検 出 した。長軸 65cm、 短軸 52cm、 深 さ22cmを 測 る。 中央 に一段掘 り込 み

が ある。平面 は不整 円形 とな る。遺物 は出上 していない。

5号 ピッ ト (第 9図 )

調査 区中央 で検 出 した。長軸約 28cm、 短軸約 17cm、 深 さ5cmを 測 る。平面 は円形、断面皿

状 を呈す る。 出土遺物 はな く、僅 かな掘 り込みが確認 されたにす ぎない。

6号 ピッ ト (第 9図 。図版 2)

調査 区北側 で検 出 した。長軸 24cm、 短軸 22cm、 深 さ20cmを 測 る。平面 は略円形 であ り、

断面 U字状 を呈す。 出土遺物 は、確認で きなか った。

7号 ピッ ト (第 9図 )

調査 区中央 か ら検 出 した。径 19cm、 深 さ10cmを 測 る。平面 円形 とな る。 出土遺物 は検 出

されなか った。

8号 ピッ ト (第 9図・ 図版 2)

調査 区南側 か ら検 出 した。 6号土坑 と重複す る。長軸 32cm、 短草由30cm、 深 さ16cmを 測 る。

平面 は略円形、断面鍋底状 とな る。土層堆積 か ら 6号土坑 が先行す る。遺物 は確認 で きな

か った。

9号 ピッ ト (第 9図 )

調査 区南側 か ら検 出 した。長軸 28cm、 短軸 27cm、 深 さ6cmを 測 る。平面略円形 とな り、断

面皿状 とな る。 出土遺物 はな く、僅 かな掘 り込みが確 認 されたにす ぎない。

10号 ピッ ト (第 9図・ 図版 2)

調査 区南側 か ら検 出 した。長軸 35cm、 短軸 34cm、 深 さ37cmを 測 る。平面楕 円形 とな り、

断面 U宇形 とな る。 出土遺物 は確認 されなか った。

11号 ピッ ト (第 9図 。図版 2)

調査 区南側 か ら検 出 した。 6号土坑 と重複す る。長軸 30cm、 短軸 29cm、 深 さ28cmを 測 る。

平面 は略 円形、断面 U字形 とな る。土層堆積 か ら 6号土坑 が先行す る。遺物 は確 認で きな

か った。

(4)遺構外 出土遺物 (第 10図 3～ 27・ 図版 3)
ここで は試掘調査時の出土遺物、及び遺構 に伴 わない遺物 を取 り上 げ る。調査 で は縄文

土器か ら近現代 に至 るまでの土器・ 陶磁 器が出土 してい る。 いずれ も細 片 となった ものば

か りであった。

3,4は 試掘坑 1か ら出上 した もので ある。 3は戦 国期 のかわ らけ底部片であ る。底吉|に

糸切 り痕 を残 す。 4は縄文土器の深鉢で あろ うか。摩耗 が著 しい。 5～ 12は 試掘坑 2か ら

出上 した もので ある。 いずれ も平安時代 で、 内外面がハケメ調整 され る、 いわゆ る甲斐型

の甕で ある。同一個体 と考 え られ よう。 ピッ ト3出土土器 と接合す る資料 が存在 した。

13～ 27が遺構 に伴 わない遺物 とな る。 13は表採遺物 であ る。縄文土器の深鉢底部片 とな

ろ う。 14,15は、 いわゆ る甲斐型の甕 で ある。 16～ 18,23は須 恵器片 を取 り上 げた。 16,

17,23は甕 もしくは主 の胴部 となろ う。 18は 不底部で ある。 回転糸切 り後 に底部外周 をヘ

ラケズ リしてい る。 8世紀前半代 に位置づ け られ よう。 19～ 22は 戦 国期 のかわ らけ底部片

である。 いずれ も底部 に糸切 り痕 を残 す ものであ る。 24は 瀬 戸美濃産 の灰釉 四耳壷、瓶子

等 の胴部片で ある。 25,26は瀬戸美濃産、近現代 の陶器で あ る。所属 時期 は定 かではない

が、 25は 卸皿 であろ うか、卸 目が僅 か に確認で きる。 26は大皿 で あろ うか、 内タト面、高台

内及び畳付 まで施釉 されてい る。 27は 刀子であろ うか、先端部・基部が欠損す る。

(伊藤 )
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I,茶掲色粘土層～庚化物を少量含み、

砂粒が混る。

粒子やや粗。粘性・

しまりあり。

EEl●
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1・ 茶褐色粘質土層

褐色粘土 焼土・炭化物を多く含む。

粒子細かく、砂粒が混る。

お性・しまりあり。

2黒褐色弱粘質士層

焼土を者干倉み、粒子やや細かい、

粘性・しまり弱い。
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1,皓茶掲色粘質土層～焼土・炭化物を倉む。

粘性・ しまりあり。
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6号土坑

●
⑮
Ｏ
∞
脇

ロ

バ
ｏ

1号～ 6号土坑実測図
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群O

A
57350・

1・ 茶掲色粘土層～炭化物・焼土を僅かに含み、粒子やや粗、

粘性強く、しまりあり。

0          1140         2m

1.暗茶褐色弱粘質土層

炭化物・焼土を含む。

粒子やや粗。粘性やや

弱く、しまりあり。

2.黄褐色粘質土層。

粒子細かく、粘性・

しまりあり。

第 7図
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A   IE
57350・

1号ピット

CIl・

CEl・

今
′
  震

3号ピット選物検出状況

Ю
l,黒褐色粘土層～炭化物を含み、褐色粘上が

多く混る。粒子細かく、粘性強い、

しまり強い。

2黄褐色粘土層～炭化物を懐かに含み、粒子細かく、

粘性強い、しまりあり。

4号ビツト  蘭.

Ctl阜

571811

2号 ピツト

A             バ
57330。                    ・

1.茶褐色粘土層～旧表土となるか、褐色上を多く含み、

炭化物が者干漏る。粒子組かく、粘

性あり、しまり弱い。

2,黒褐色粘土層～粒子細かく、庚大切を若干含む。

粘性強く、しまりあり。

1,黒 掲 色 土 層～炭化物・焼上を多く含む、粘性・

しまりあり。

2茶褐色粘質土層～茨十ヒ物・焼土を僅かに含む、
CIl i

粘性 。しまりあり。

』

∈

今                本  苗

導斃MIが
粒子組かく、路性・しまりあり。

/申   
号ピッ

I Ⅷ

明・

I号～ 11号 ピッ ト実測図
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飴Ⅷ霞
Ю

l,黒褐色粘質土層～炭化粒・焼土粒ガ混る。

非常に緻密でよく締まる。

粘性強い。

X正

57180今

8号ピット

ロ 。

バ  窮
EEl・

A

群◎ 姻
・              IIl・

57190今   `目

%＼にま・壽:綴聾写念ξ確。
化物が混入する。            2,踏 茶褐色粘質土層
土かブロツク状に混る。           黒褐色上が

'ロ

ック状に混る。
く締る。                  緻密で粘性強。
がブロック状に混る。

く締る。

10号ピツト

出      lll   ふ＼

Ａ

・

Ａ

・

lll

1 踏褐色粘質土層～砂粒・演

明茶掲色土

18密でよ

2,黄褐色粘質土層～黒褐色上がブロツク状に混る。

lTx密 でよく締る。

9号ピット

0         1:20

・製     詭

57110今       容

焼土・炭化物を多く含む。粒子細かく

粘性強い、しまりあり。

粒子細かく、粘性強い、しまりあり。

]陪褐色粘質土層

粒子やや粗、粘性あり

しまり強い。

1 茶褐色粘質土層

焼土・炭化物を含み、褐色粘上が

多く混る。粒子やや細かく、粘性.

しまり強い。

2階茶掲色粘質上層

焼土・炭化物を若干含み、褐色粘

土が多く混る。粒子やや細かく、

粘性・しまりあり。

ポ
号ピ
ふ

燕
@翠

・ Ckl

CI

570804      今

○

一
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久保之沢遺跡出土遺物観察表

図
番

号 出上位置 種 別・器 種
法  量 (cml

吉随
観 察 所 見

離 ・文様 。その他)

胎 土 色  調
備  考
(hi引Fヽきくξ語)口径 離 器高

6 1 水路跡 須恵器 壷or甕 月同菩| ロクロ整形 密 灰色 期

6 2 水路跡 誡  脚 (148)
口縁
～】同吉|

緻密
13C後半
～14C前半

6 3 水路跡
瀬戸羮農陶器
仏飯器 1/Jヽ邦 ?)

(5,7)
口縁
～胴部

タト面胴下半まで長石釉 密 イ丁 噛 創

6 4 水路跡 瀬戸美油磁器 徳利 (53) 底部 畳付 。高台内面無釉 密 近代

1 3号土坑 土師器 甕 胴部 内献 ′ヽケメ、タト雇瓢鮨′ヽケメ やや粗 鈍い赤帽色 瑚

2 3号土坑 かわらけ (9.6) 口縁 詈[ ロクロ成形 やや組 明褐色 戦国期

3 3号土坑 土師器 メ (100) 口脚 ロクロ成形 密 鈍い髄 平安時代

4 5号土坑 土師器 甕 胴部 内醸 ′ヽケメ、外面鮨ハケメ やや粗 純 報

5 5号土坑 土師器 甕
垂
博

同
円 内献 ハケメ、夕隠朝能ハケメ やや粗 鈍い綿 平安時代

6 5号土坑 土師器 甕 G6) 底部
底都木麹慮 内面機ハケメ、
タト面陥υ ケヽメ

やや粗 雄 報

7 5号土坑 土師器 甕 胴部 内耐 ′ヽケメ、夕解朝能ハケメ やⅧ 鈍 ヤヽ趣 報

8 5号土坑 土師器 甕 胴部 内耐 ′ヽケメ、外訛 ハケメ やや粗 赤褐色 瑚

8 5号土坑 土師器 甕 胴部 内面機ハケメ、外面縦ハケメ やや粗 純 鞍 賦

8 5号土坑 上自市器 甕 胴部 内面横小ケメ、外雇酬陀ハケメ やや粗 絶 期

8 6号土坑 土師器 甕 口賜S郭 ロクロ整形後、内面横
^ケ

メ やや粗 明髄 平安時代

8 6号土坑 土師器 甕 胴部
内面‡旨頭痕・横ハケメ、
タド面開υ ケヽメ

や輔 髄 瑚

7号土坑 かわらけ (10.0) ロル癬郭 ロクロ成形 密 髄 戦国期

8 7号土坑 かわらけ (117) ロル群郭 ロクロ成形 密 鈍 ヤ再髄 戦国期

1 1号 ピット かわらけ (97) 口鯵S部 ロクロ成形 密 鈍いオ【】1:圭 戦国期

2 3号 ピット土師器 甕 胴部
内F甜旨頭痕・横ハケメ、
タド醐 ハケメ、接合痕あり

やや粗 鈍ヤ功寵危 謝

3 試掘坑 1 かわらけ (6.9) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 髄 戦国期

4 帥 坑 1 縄文土器 深鉢 口形癬邪 ナテ継 やや粗 鈍 ヤ萬勅 麒 嗽

5 潮 坑 2 土師器 甕 月同吉焉
内面鵡ψ ケヽメ、タド雇瓢逍′ヽケメ、
移解Ч貢あり

やや刈 腫 期

6 試掘坑 2 土師器 甕 胴都 内離 ′ヽケメ、夕穏朝能ハケメ や瑚 競 期

試掘坑 2 土師器 甕 月同吉|
内面桟ハケメ、外雇朝ル ケヽメ、
麟 あり

やや粗 鈍い細 平安時代

試掘坑 2 土師器 甕 胴都
内面僕ハケメ、外面縦ハケメ、
聯 あり

やや粗 鈍い競 報

試掘坑 2 土師器 甕 胴部
内顧眸該 ケヽメ、タト雇訥鮨′ヽケメ、
離 あり

や饂 鈍 ヤヽ髄 謝

鰯 2 土師器 甕 胴部
内面横ハケメ、外面縦ハケメ、
森 あり

やや粗 呻 鞍 賦

潮 坑 2 土師器 甕 打同吉躊
内面桟ハケメ、外面縦ハケメ、

移解当貢あり
やや粗 鈍い赤褐色 平安時代

試掘坑 2 土師器 甕 胴都
内面昨醒薔こ・痢尋ハケメ、
タト百腑レ ケヽメ

やや粗 髄 報

隷 緻 齢 i緋 (?) 底部 ナテ朝隆 やや密 鈍い絶 緻 酷

自時外出土 土師器 甕 (78) 底部 底部木棄痕く内面機ハケメ や畑 明綿 報

自時外出土 土師器 甕 月同吉呂 内面ナ戌 外面縦ハケメ やや粗 魏 職 賦

遺構外出土 須恵器 壺or甕 胴部 内面指ナデ、タト面叩き目 密 暗灰色 謝

遺構外出土 須恵器 壷or甕 胴都 内タト面ロクロ整形、内面指頭痕 密 暗灰色 期

翻 出土 須恵器 邦 (5,7) 底部
底都回転糸切 り後、外周のみ回

転ヘラケズリ
密 暗灰色 奈良時代

遺構外出土 かわらけ (5,0 底都 ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 競 戦国期

貴騰外出土 かわらけ (62) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 鈍い橙色 戦国期

醐 出土 かわらけ (6働 底都 ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 髄 戦国期

諦 卜出土 かわらけ (5,0) 底都 ロクロ成形、底部回転糸切 り 密 醐 戦国期

遺滓勁卜出土 須恵器 壷∝甕 】同吉| 内面指頭痕(内外面ロクロ整形 密 畿 平安時代

遺構外出土 瀬戸芙濃灰釉陶器
四耳壷(瓶子 ?)

胴都
内タト面ロクロ整形、
外面ヘラケズリ

密 灰自色 中世

遺構外出土 瀬戸美濃 卸皿 ? (66) 底部 底部回転糸切 り竜 卸目?あ り やや密 灰自色 近現代 ?

遺構外出土 国産陶器 大皿 ? 僚 動 底部 内タト面・高台内・畳付施釉 密 近現代 ?

遺構タト出土 金属製品 残存長8.2,幅 2.0
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第 4章 まとめ

今 回の調査 に際 して確認 された遺構 は水路 1条、土坑 9基及び ピッ ト11基 と僅 かで あっ

た。 出土遺物 か らは縄文時代 か ら近現代 に至 るまで多 くの遺物が検 出 され、すで に縄文時

代 よ り人 々の足跡 が確認 され るこ ととなった。

残念 なが ら今 回の調査 で は縄文時代 に位置づ け られ る明確 な遺構 は確認で きず、人々の

確実な足跡 は平安時代 か らとな る。 5号土坑 。3号 ピッ ト、更 には 6号 土坑 な ども平安期

に属 す遺構 となろ う。 出土 した遺物 の時期差 を考慮 しなければ、 この時代 の食膳具 。煮炊

具及び貯蔵具 と日常生活 において必要 とされ る土器類 は揃 ってい るこ とにな る。遺跡周辺

一帯 を大 き く居住域 と捉 えるこ とが可能 とな る。

再 び遺跡 に、人 々の確 実な痕跡が刻 まれ るの は中世戦 国期 であろ う。 出土遺物が少 な く

時代特定 に問題 を残 す ものの、 3号土坑・ 7号土坑、 1号 ピッ トな どが この時代 に属 す遺

構 となろ う。 出土 した この時代 の遺物 の中に調理具・煮炊具 な ど日常生活 を送 るうえで欠

かせ ない土器類 はまった く見 られない。住空間 とは異 な る空間が想定 され、奈良・平安期

と中世戦 国期 との集落 は大 き く変化 してい るこ とが窺 われ る。

きわめて小規模 な調査 であったが、今 日まで調査事例 が少 ない市 内北都地域 において、

組織 的な調査 が実施 された遺跡の一つ となったこ と、更 には、前述 した ように過去 におい

て、すで に耕地整理が実施 されていたに もかかわ らず、依然 として遺跡 は存在 してお り、

調査 に よ りその一端が明 らか になった こ とな どを考 え合 わせ れば、今 回の発掘調査 は貴重

な成果が得 られた こ ととな る。 (伊藤 )
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図版 |

水路跡

遺跡全体

1号土坑

2号上坑

3,5号土坑

4号土坑 6号土坑



7～ 8号土坑

図版 2

調査状況

3号 ピッ ト遺物検出状況

6号 ビッ ト 8号 ピット

11号 ピッ ト10号 ピッ ト
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3号 ピッ ト出土遺物

土坑出土遺物

調査参力日者
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